〈アピール〉「最高裁判所は、人権保障の砦として生活保護基準の引き下げを認めず、国民生活を守るべきである」賛同者の声
２０１２年２月２３日
生存権裁判を支援する全国連絡会 

アピール賛同者から２４日院内集会に寄せられたメッセージ
【鈴木瑞穂　俳優】
　残念ですが、当日地方へ出て留守ですので…。政党助成金、ムダな公共事業、米軍への思いやり予算、軍事費をなくせば高齢者に充分に手当てできます。もう一度、為政者達は憲法を素直に読みなおしてほしいものです。

【宇都宮健児　弁護士、反貧困ネットワーク代表】

　わが国における貧困拡大の大きな要因となっているのが、もともと脆弱であった社会保障制度に加えての政府による社会保障抑制政策です。老齢加算の廃止は、この間の社会保障抑制の象徴の一つです。生存権裁判は、高齢者の人間らしい生活を守り、政府の社会保障抑制政策に歯止めをかける裁判です。最高裁での裁判の勝利を祈念します。
